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口

地
区
剛
腕
皿
理
地
先

決
〉
・
を
議
お
に
総
帥
弛
の
同
闘
の
よ

う
に
幾
刑
期
乏
し
く
交
世
配
す
る
幹

線
文
総
篠
崎
時
へ
緩
員
十
二
米
〉

ほ
か
犬
小
あ
わ
せ
て
、
七
十
一

路
線
の
録
的
陪
績
が
完
溺
さ
れ
、

公
湾
総
数
、
運
動
公
罰
、
児
童

公
開
問
、
田
開
抽
地
盤
閣
な
ど
二
七
一

へ
グ
b
p
l
d
w
ハ
約
五
千
坪
〉
が

遜一応
y
h

滅
後
寄
れ
、
文
化
的
な

市
街
織
と
し
て
ふ
事
わ
し
い
総

務
的
な
細
部
品
出
齢
制
緩
仰
い
そ
っ
て
総

計
語
れ
て
い
ま
す
6

了
し
た
隊
副
幽
か
ら
繍
桝
次
幾
分
い

た
し
ま
す
。
処
分
は
康
郎
と
し

て
一
定
的
一
民
渓
伐
の
土
地
に
つ

い
で
〕
般
競
争
入
札
空
刀
法
に

よ
り
行
な
い
ま
す
。
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入
札
参
漏
資
絡
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同
受
(
品
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内
諮
治
一
一
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開
聞
に
つ
い

て
一
一
十
万
聞
け
の
入
札
的
部
緩
A
M
衣

絞
撚
潟
R
fい
僻
師
同
ゆ
く
だ
さ
れ
ば
い

鮒
閑
人
・
仲
間
人
ま
た
は
、
蜘
町
出
口
封
均

約
絞
殺
を
附
川
わ
ず
ど
な
た
匂
も

入
札
に
多
紛
で
き
ま
す
〈
諸
情
説
払

で
き
な
か
っ
た
k
き
は
入
札
ね
開

設
金
守
お
返
し
し
ま
す
〉

O
契
約
の
締
結

落
札
さ
れ
た
方
は
、
土
総
発

翼
契
約
を
五
日
以
内
に
続
絡
し

落
札
価
額
の
一
一
割
問
を
契
約
然
絞

金
と
し
て
納
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
0

0
務
総
代
金
の

納
入
蹴
川
附
貝
代
議
は

・
+
山
総
諸
国
民
契
約

締
絡
の
日
か
ら

三
十
日
以
内
に

金
額
納
入
し
て

い
た
だ
き
ま

す。己
的
場
合
判
明
約

保
討
料
金
は
宛
鴨
川

代
議
v
h
綴
れ
ソ
入

れ
ら
れ
ま
す
0

0
処
分
す
る
ゑ

地
お
よ
び
地

綴成
陸
線
南
側
地
区
一
一
一
区
滋
五

六
O
乎
方
糸
、
成
田
線
北
側
地

区
六
区
画
一
、

-
0
0乎
方
米

ご
弘
額
二
一
一
二
平
方
米
〔
開
。

雰
〉
一
一
九
四
平
方
米
ハ
八
九
時
吋
U

ま
で

。
入
試
食
お
由
甲
し
ぬ
み

入
札
制
期
日
"
の
時
制
m
M

ハ
問
機
関

-
お
よ
び
ゑ
綴
図
的
午
後
は
除

く
)
ま
で
受
付
ま
す
。
入
札
参

お
申
し
込
み
は
無
料
で
す
。

な
お
、
謂
現
地
案
内
そ
の
他
詳

雨
脚
に
つ
い
て
は
東
袋
路
子
政
恋

博
開
放
ヌ
…
土
台
渓
一
綴
軸
畳
一
巡
滋
場
事

務
一
筋
(
復
縁
八
三

i
O八
}
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震
〉
に
お
た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。

な
お
、
入
札
践
は
一
一
一
月
十
九

縫
午
後
二
時
吋
で
す
。

学
校
を
中
心
に
交
通
規
制

速

度

部

眼

追

越

禁

止

ま

ど

県
下
の
交
激
事
故
本
は
全
国
凶

一
を
し
め
て
お
h

ソ
、
特
に
園
送

・
泉
送
に
お
け
る
事
故
が
多
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
防
も
そ

の
鈎
に
も
れ
ず
闘
道
ム
ハ
号
線
は

怒
琵
の
よ
う
に
事
故
が
発
止
却
し

て
お
ち
ま
す
。

際
公
安
時
間
険
会
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
凝
紋
妨
此
の
た
め
、

受
滋
綴
総
検
隊
b
z
繍榊
U
で
い
ま

す
が
、
取
材
蜘
吋
も
、
新
た
に
次
的

制
閥
後
日
炉
規
制
削
き
れ
ま
し
た
の

で
、
出
陣
動
議
運
転
の
ガ
は
発
分

ど
持
出
窓
く
だ
さ
い
。

品
切
耕
民
戸
十
均
十
時
間
か
ら
日
立
精

捕
隅
入
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ま
で
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車
禁
止
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制
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緩
沼
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ロ
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切
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山
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近
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議
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止
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キ
ロ
メ

ー
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ル
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約
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終
予
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制樹木協同門
μ
脳
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総
務
ま
で
滋
俊

樹
料
開
桝
双
十
キ
持
メ
ー
ト
ル
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索
後
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か
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後
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雄
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十
キ
ロ
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ル
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争
時
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京
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追
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止
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木
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ら
蜘
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部
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吋
か
ら
九
件
吋
ま
で
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潟
地
階
入
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沈

@
酔
町
唱
灘
中
綴
一
一
琴
線
が
〈
染

谷
間
関
関
蹴
広
か
ら
欄
開
品
品
小
宮

で
)
午
輸
出
七
臨
吋
一
一
一
十
分
か
ら

八
降
一
一
一
十
分
ま
で
大
滋
帯
都
市
り

進
入
禁
止
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蜘
吋
滋
布
然
発
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総
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ら

布
役
緩
ま
で
片
側
綿
蜘
駐
議
祭
立
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純一鬼一誌に酬

一
行
事
昭
如
引
は
ゆ
n
l
一
州
町
が
徐
行
し
て
お

9
ま
ず
泌
〈
制
関
脇
激
副
械
に
よ
る
ヌ
事
を
幾
双
山
叩

一
料
開
仰
向
間
四
月
一
側
双
命
中
内
柏
崎
除
機
後
醐
職
務
祭
器
燃
で
あ
争
、
総
と
太
阻
捌
仁
志
ま
れ

一

発

お

と

澗

篠

田

義

苦

言

す

る

た

め

五

た

広

大

な

襲

誌

が

き

主

一

滋

掛

川
W
V
恥
民
昭
一
一
…
関
門
院
の
土
日
総
公
宛
処
分
を
一
行
懇
出
擁
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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2
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開
仰
な
う
こ
主
に
な
り
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ま
し
た
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…

捌

ま

た

占
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市

内

容

主
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環

境

!
町
山
分
譲
の
占
刀
法
に
つ
い
て
お
州
知
ら

ζ

の
地
区
は
国
鉄
常
磐
線
に

蹴

せ

し

ま

す

。

そ

っ

た

捻

弘

子

駅

・

取

手

駅

の

鵬
区
園
整
理
は
健
全
な
布
市
議
中
間
関
に
あ
る
台
地
で
山
林
、
般

向
山
田
造
成
を
問
的
と
し
て
行
な
わ
総
畿
の
計
十
た
ん
な
一
併
で
院
関
の

欄
れ
ま
ず
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
、
数
制
切
を
ぜ
ん
フ
繊
明
、
お
側
は
制
判

榔
山
道
銘
‘
広
場
、
公
悶
凶
な
ど
が
家
制
税
制
州
、
筑
淡
山
仰
な
眺
め
ら
れ
る

向
山
派
に
験
的
寄
れ
酬
も
ぬ
け
か
毅
然
主
総
綴
柏
崎
と
し
て
、
常
品
開
同
制
帥
閑
…

。
分
糊
概
労
務

総
隊
磁
器
れ
て
料
開
川
股
が
一
段
と
の
絞
殺
刑
仲
け
に
務
ま
れ
て
お
り
ま

…

山

総

め

ら

れ

ま

ナ
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級
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叉
叩
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ん
合
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務
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に
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一
号
山
間
し
す
る
宅
品
砲
(
位
再
開
国

側
同
本
駒
内
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
雌
除
。
透
波
乱
射
濁
地
)
が
約
一
一
、
玄
ヘ
グ
タ
ー
ル

闘
す
る
駿
桝
閉
山
人
工
ム
ム
岡
地
問
院
に
回
開
融
制
乙
の
相
前
途
波
地
は
美
し
い
獄
門
約
七
千
五
苔
誇
)
程
度
造
波

紋
常
懇
抽
棋
の
新
駅
を
悶
開
設
し
…
齢
制
刑
務
広
場
〈
頭
演
二
千
四
百
平
方
さ
れ
る
こ
主
に
な
ち
ま
す
が
、

約
な
新
市
街
地
に
関
島
知
し
よ
う
米
)
を
や
心
に
、
広
い
駅
前
メ
と
の
土
地
は
姥
ぽ
枠
内
に
数
在
し

主
す
る
も
の
で
、
現
寝
町
が
区
イ
γ
A
F
p
i
ト
(
隠
員
十
八
て
お
ワ
ま
す
の
で
、
ヱ
事
け
か
発

j
a
i
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t
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t
i
l
-
-
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山
内
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山
部
当
分
匂
き
そ
う
も
な
い
か
ら
な

醤

臨

挙

事

蒔

〉

除

く

す

た

め

の

努

力

言

畿

で

あ

ジ
ラ
獄
桁
霊
山
謙
一
w

b

o

中M
M
V中川中山山崎山中山小川お小川即日間山中
M消
火
山
山
山
い
た
と
え
ば
、
納
酔
っ
ぱ
ら
い
明
掛

か
だ
け
だ
っ
た
。
な
ど
と
い
う
紙
、
終
弘
知
済
制
地
紙
、
務
部
討
議
の

こ
と
を
よ
く
蕊
に
す
る
。
水
泳
出
品
な
ど
で
、
よ
〈
議
汝
が

し
か
し
、
交
滋
議
放
を
一
皮
起
と
る
。
こ
れ
ら
は
、
尚
国
分
た

根
駅
齢
制
し
た
人
は
、
お
そ
ろ
し
さ
ち
の
意
志
で
ど
き
に
で
も
な
る

が
よ
く
わ
か
る
だ
ろ
う
。
が
、
と
と
だ
。

そ
の
反
一
縄
訟
な
ど
経
除
し
て
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
を
な
く
し

い
な
い
も
の
は
、
祭
器
毎
日
総
交
遜
湊
識
を
守
争
、
一
件
で
も

い
て
い
る
交
遂
事
故
の
ニ
干
l

少
な
く
す
る
こ
と
が
一
餐
だ
O

R
に
な
れ
つ
ζ

に
な
っ
て
し
ま
な
ん
に
せ
よ
、
叙
た
ち
由
同
会
が

い
交
遜
安
会
選
鋭
な
ど
気
に
か
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
向
現
役

け
な
い
め
マ
は
な
い
の
だ
ろ
う
つ
け
る
と
と
だ
。
一
つ
し
か
な

か

。

い

稼

い

命

恥

依

然

駄

に

は

で

き

な

そ
れ
が
一
綴
お
そ
ろ
し
い
と
い
は
ず
で
あ
る
。

と
だ
と
間
部
う
。
総
た
ち
の
身
L

も
し
、

ι
m
w
ま
ま
の
状
制
織
で

い
っ
世
帯
放
が
お
と
る
か
ゃ
か
ら
い
?
に
ら
、
日
本
や
い
た
る
主

な
い
時
代
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
ろ
で
宮
市
故
が
お
き
、
負
傷
議

の
だ
か
ら
i
i
i
z
a
o

が
続
出
闘
す
る
と
と
だ
ろ
事
会

と
ん
な
こ
と
で
は
、
い
け
な
政
府
も
こ
の
ζ
k
に
つ
い
て

い
。
歩
行
者
、
車
母
専
用
問
道
路
よ
く
考
え
、
対
策
を
た
て
、
そ

を
作
っ
た
h
す
れ
ば
か
ん
た
ん
し
て
忍
た
ち
も
交
通
察
放
を
時
仰

に
な
く
す
こ
・
と
が
で
き
る
だ
ろ
止
し
よ
う
で
は
な
い
か
。

ぅ
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
紅
、
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滞
納
整
理
に
協
力
く
だ
さ
い

町
税
自
主
品
納
付
強
調
月
間

少
な
く
球
内
部
情
描
械
に
お
わ
れ
て
い

る
般
曹
が
あ
ち
ま
す
。

町
刑
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆

吉
ん
の
ど
遼
解
あ
る
ど
協
力
を

い
た
だ
き
、
と
と
数
年
来
、
滞

納
額
も
減
少
し
つ
つ
あ
哲
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
飽
翁
荷
村
に
比

較
し
ま
す
と
、
・
少
な
い
と
は
い

え
ま
せ
ん
G

ば
一
波
知
の
よ
う
に
、
蜘
叫
が
行

な
う
数
多
〈
の
本
然
は
、
後
さ

ん
か
ら
の
税
金
に
よ
っ
て
ま
か

な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
納
税
が
お
く
れ

ま
す
と
、
こ
れ
か
ら
の
町
の
繁

栄
或
い
は
、
住
民
福
祉
の
も
と

に
な
る
各
事
業
の
遂
行
に
、
大

き
な
支
憶
を
き
た
す
と
と
に
な

ち
ま
す
。

摘
補
綴
し
て
い
る
際
関
仲
州
、
い

ろ
い
ろ
あ
る
と
思
わ
れ
ま
ナ
。

た
と
え
ば
mw納
税
滋
相
川
柳
憾
の
総

然
。
綴
税
ム
の
附
附
開
制
③
収
入
が

?
の
で
、
ど
持
出
窓
く
だ
苦
い
。
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捕
附

幻

議
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 恥
県

開
館
，
.
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…
…
…
同
月
以
十
一
一
一
践
の
千
晴
山
系
鞘
賊

…
ん
同
組
附
阿
川
怖
削
欠
嚇
地
教
も
総
本
災
事

一
ま
し
た
。
そ
ζ

で
、
持
統
計
v
h

ゐ

一
ら
わ
れ
た
数
手
を
と
お
し
て
、

十
と
の
選
挙
に
つ
い
て
考
え
て
み

刻
た
い
と
思
い
在
す
。

お
ま
ず
本
防
に
つ
い
て
考
え
て

れ
み
ま
す
主
、
投
国
間
中
が
六
五
・

1
J

三
一
%
で
、
こ
れ
は
郡
の
投
察

山
山
本
六
二
・
六
一
}
が
却
を
や
や
上
間
関

取
っ
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
滋
挙

1
1

印
私
対
し
て
こ
の
関
心
刊
か
弱
い
よ

…
う
に
悶
品
交
け
ら
れ
ま
す
。

…
湖
蹴
滋
対
日
仲
州
、
料
貯
災
に
緩
ま

ア』

井
出
口
@
鈴
木
の
両
氏
当
選

町
の

れ
た
が
終
口
H

ハ
ダ
衆
く
、
怖
間
関

〈
附
間
十
叫
一
年
附
悶
月
〉
の
中
ハ
ム
ハ
・

八
二
絡
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。

今
回
凶
は
、
補
欠
選
挙
と
は
い

え
、
急
…
越
な
宅
地
問
開
発
と
人
口

の
流
入
自
急
激
な
東
葛
飾
地
方

だ
け
に
、
芥
乎
口
、
鈴
木
の
一
向

廷
に
は
、
裁
孫
子
町
的
み
な
ら

ず
務
・
あ
る
い
は
進
展
描
唱
し
い
千

議
謀
略
的
め
総
柏
村
は
大
き
な
も
の

が
あ
れ
ソ
ま
す
。

駒
内
の
議
一
一
燃
し
て
い
る
間
総
勺

州
、
手
気
渋
滞
V級
制
制
比
例
刈
縦
、

制
蛾
滋
必
殺
機
関
思
黙
殺
ぬ
校
時
間
数

び一一一…〈間側喜納言料〉一一一一一一一…一一一……広 報

竺 型津間十ー?取
れ役系統{分 1小鉄粉 12，2541 2，3131 4，56711，4311 3，01品

芳2投喜善隣 (7十 2小学絞) 11.むせ 1，09ヲ2，12国 61~ 品5甘J，275

}¥'3投書高}賢 〈汐 3tJ、伊絞) 1 6041 品5011， 2541 4371 5201 957 

芳4投議所 01'4小今後) 1 2，3111 2，3761 4，68711，35111， 4C判2，84品

~'5 投書高所 (I!i¥ 符 認可) 11，74司1，邸013，60911，0411 1， 234i 2，2781 
沖6投主再開久王子持足分校) 1 2521 2521 5041 20~ 示日 412 

~'7 投製所 〈判長下公民総) ! 1ぷll 1. 2ヲ412， 52~ 74ヨ83経μあ
え'8投察庁f(潟必 3支持1)1 ヲ4111，01事1，96自 制 70111，3561 

1ド9投祭務〈お絞め学校) 1 724! 75~ 1，4821 5011 51ぎ1，011

芳郎授家主芳〈布役災後) 1 7災 害7511，625! 5161 長級 1，

I~~一一一三~吋2 縦24， 33~ 7，506j 8，346115，8幻
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3
i
曜

% 

な
ど
肉
拙
相
さ
れ
て
い
る
附
問
題
が

数
多
く
為
告
ま
す
。

こ
れ
ら
の
お
問
題
を
、
昨
刊
と
共

に
一
つ
づ
っ
師
静
也
仇
し
て
菅
滋
間
同

市
向
車
篠
田
島
務
索
と
し
て
の
環
境

を
盤
え
、
仲
臨
み
よ
い
防
づ
く
哲

に
努
力
し
て
い
た
だ
き
允
い
と

関
山
い
ま
す
。

ら
入
級
品
明
宏
淡

臨
地
ナ
る
。

な
お
、
入
隊
問

削
地
縁
す
る
場
合

で
、
悶
間
務
開
倒
的
μ

の
定
め
縫
い
も

の
に
つ
い
て
は

公
開
抽
出
せ
ん
に

よ
り
入
居
者
を

決
定
し
ま
す
。

@
家
賃
家
賃
は
開
問
千

円
前
後
の
予
鐙

で
す
。
ま
た
、

際
枝
川
相
は
総
孫

子
町
飢
餓
ル
バ
九

議
仙
川
ハ
州
開
鮒
附
パ

ス
附
神
間
開
》
で
ナ
。

品
目
入
紛
争
妓

協
和
問
十
沼

年
附
問
月
ゴ
口

@
入
居
受
付

入
活
受
付

同弘、

m
m
h相
m間
十
四
年
一
一
一
月
一
日

か
ら
問
附
和
料
開
口
十
閲
年
一
一
一
月
十
日

ま
で
。
な
お
、
二
種
吋
鴬
依
中
市

出
り
柑
制
ん
入
隊
絞
り
為
る
人
は

4ι

の
W

狩
銀
協
吋
に
お
い
て
燃
側
附
が
切

れ
ま
す
め
で
、
あ
ら
た
め
て
お

察
し
ゑ
み
く
必
寄
い
。
そ
の
帥
問

時
計
制
料
に
つ
い
て
は
役
場
時
暗
殺
織

に
お
際
い
会
佼
く
だ
さ
い
。

ま
た
‘
入
経
で
き
る
策
は
平

闘
且
甜
問
問
問
戸
、
一
一
臨
惜
敗
六
一
戸
で
す

滋

入禁

空苦
手前 L 
欠込
11読み
位は
者三三
も月
新十
ら昌
弘ま
誌で

我
孫
子
防
相
出
俊
宅
管
遂
に
間
関

す
る
条
例
司
芳
一
一
一
条
ハ
入
居
者

。
公
募
)
の
規
定
に
よ
ち
、
対

営
住
宅
入
浴
申
告
を
募
築
い
た
し

ま
す
。
〔
入
臨
踊
資
純
情
〕

て
附
町
内
に
院
前
総
ず
る
も
の
、

ま
た
は
、
齢
期
的
制
緩
滋
会
議
す

る
も
の
で
、
間
以
前
総
後
が
い

る
こ
と
。

裁
に
、
仲
間
む
に
絞
っ
て
い

る

ιと
が
閥
的
均
で
あ
る
ζ

と

一
一
、
山
申
し
込
み
し
た
臼
H

に
お
い

て
、
そ
の
紋
入
が
左
穏
に
該

当
す
る
も
の
む

イ
、
扶
幾
親
族
が
一
人
の
相
場

合
は
、
収
入
基
準
緩
が
、

五
十
万
五
千
円
ま
で
。

ロ
、
扶
務
総
後
が
一
一
人
的
場

合
は
、
収
入
選
撒
平
総
ぷ
炉
、

五
十
双
t
H
悶H
ま
吃
。

ハ
、
然
災
抑
制
淡
が
江
一
人
の
務

会
は
、
収
入
淡
縁
側
舶
が
、

滋
十
九
万
日
札
予
聞
け
ま
マ
。

四
六
判
明
棉
党
総
燃
が
凶
人
の
機

会
は
収
入
が
界
中
制
酬
が
、

六
十
凶
万
門
ま
で
。

卒
、
松
波
判
制
仙
附
が
混
入
の
場

合
は
、
収
入
基
準
綴
が
、

六
十
八
万
五
千
円
ま
で
。

三
、
現
に
持
活
し
ま
た
は
‘
向

隠
し
よ
う
と
す
る
親
族
門
綬

探
知
尚
を
し
て
い
な
い
が
事

実
上
婚
姻
関
係
主
日
刊
誌
の
事

情
に
あ
る
も
の
、
そ
の
品
出
掛
摺

約
者
を
含
む
〉
が
あ
る
と
と

〔
申
し
込
キ
方
法
〕

…
、
昨
叫
滋
伎
中
市
入
品
川
市
甲
絞
殺

寸
昭
和
問
悶
十
一
…
…
年
府
批
品
加
レ
ザ
支

払
い
統
制
別
融
関

一
一
…
、
開
刊
級
制
相
時
腕
統
制
抑
制
ぬ

m
w
入
蹴
鞠
湘
融
緩

入
組
問
ゆ
し
同
地
み
翁
が
ル
料
市
喝
の

一
戸
絞
殺
ζ

え
る
場
合
は
明
班
点
呼
護

持
丹
が
発
協
闘
を
潤
削
官
官
し
、
住
宅
の

開
問
抑
制
す
る
皮
会
が
潟
い
も
の
か

募

入

A ι、

あ
て
夜
間
聞
は
八
八

i
二一一二

。
溺
鋒
ま
で
出
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
‘
住
所
、
電
話
氏

名
、
一
役
困
柄
、
年
令
.
性
別
を
そ

の
昨
吋
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

品
目
会
愛一
年
期
間
に
つ
き
、
中
学
悠

以
下
…

0
0問
、
潟
校
生
ぬ 者

ま
す
。
ハ
令
市
穴
尚
子
怜
桝
大
即
日
八
U

0
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
ッ
ク
で
〉

め
議
密
会
長
補
討
に
い
ん
じ
組
問
山
保
し
ま
す

議
燃
は
絞
間
凶
掛
抑
制
批
先
生
泣

か
二
名
で
す
。

そ
自
他
閉
山
行
事
主
し
て
品
担
ダ

ヲ
プ
と
の
線
量
日
記
録
会
、
合
宿

練
習
、
競
技
会
へ
の
参
加
料
、
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
栴
側
外
出
期
絞
へ
む
参

加
刷
、
叩
明
日
拠
出
り
棋
総
件
説
会
、
こ
ん

談
合
、
町
の
行
事
へ
の
淡
力

…
新
入
学
児
殺
の
い
あ
討
議

ωハ
〈
イ
イ
品
の
ゆ
ぷ
給
制
る
よ
う
し
つ
け
る
こ
と
時
間
同
一

…
燃
で
は
、
な
に
か

k
心
づ
か
袋
一
邪
が
で
き
る
、
m
w
ハ
ン
う
が
大
切
で
ナ
。
一

一
い
令
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
舟
チ
、
も
ち
何
棋
の
絞
い
方
衣
服
の
着
か
た
、
柏
村
急
務

一
ょ
う
。
開
例
会
問

γ
?と
、
持
ち
と
管
怒
が
で
き
る
、
m
w
ぬ
闘
の
整
理
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
'

叩

も
m
り
の
こ
と
可
帥
健
康
の
と
色
分
の
衣
附
号
制
服
考
か
で
き
よ
う
お
手
洗
い
も
じ
よ
う
ず
一

一
な
ど
、
お
か
あ
さ
ん
は
あ
れ
て
、
用
便
が
た
せ
る
、
な
に
す
ま
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
一

一

と

れ

と

心

を

箆

っ

て

お

い

で

ど

。

て

お

い

て

く

だ

さ

る

乙

と

…

n

の
こ
と
で
し
ょ
う
。
と
か
く
、
お
勉
強
に
は
衿
を
先
生
が
た
は
期
待
し
て
お
一

…
そ
こ
で
、
新
入
学
的
こ
ど

P
ま
す
。
小
学
校
は
保
育
所
一

一
も
さ
ん
な
持
つ
ど
家
緩
へ
ひ
新
入
学
児
愛
に
は
殺
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
…

…
と
と
と

'ei---b

そ
れ
に
、
と
ど
も
た
も
も
…

…
と
の
ご
ろ
は
中
入
学
的
こ
ど
の
悶
り
の
し
つ
け
迭
と
れ
ま
で
と
は
余
く
後
わ
ゆ
一

…

も

が

、

効

税

制

翼

線

会

終

え

た

緩

徐

に

お

か

れ

る

わ

け

で

一

一
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
総
入
総
奴
に
な
り
が
あ
な
絞
今
治
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
ゑ
約

…
学
と
い
っ
て
双
務
ほ
ど
心
一
郎
胤
阿
川
明
、
す
が
、
な
ま
じ
つ
に
田
ヤ
く
な
れ
る
よ
う
に
指
摘
噌
一

…
は
な
い
主
側
部
い
ま
す
が
、
殺
か
、
学
を
お
ぼ
え
寄
せ
た
し
、
は
げ
ま
し
て
や
れ
ソ
た
い
一

一

絞
ζ

れ
だ
け
は
、
身
に
つ
け
り
、
柑
件
数
な
ど
輪
予
円
ん
ζ
ん
必
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
ど
ん
…

』
さ
殺
て
お
き
た
い
も
の
で
り
す
る
と
、
か
え
っ
て
終
業
な
し
つ
け
を
す
る
に
し
て

一

す

。

に

さ

し

っ

か

え

る

乙

と

も

あ

も

、

も

う

す

ぐ

一

年

生

に

な

一

一
⑦
自
分
の
名
泌
が
い
え
る
よ
う
で
す
。
少
し
ば
か
与
る
よ
ろ
こ
び
を
増
し
て
い
く
一

一
る
、
書
け
る
、
夜
め
る
、
の
勉
強
に
先
走
る
よ
ち
も
ま
よ
う
な
心
づ
か
い
が
ほ
し
い

②
あ
い
き
つ
が
で
き
る
、
ず
身
の
回

9
2如
来

が

で

き

も

の

で

す

。

い

!

?

1

0

0

0

符
余
以
前
保
銭
入
院
議

歳
未
助
け
合
い
、
e

動

言

、

5

0
内
議
議

入
総
選
日
本
ハ
V
、
0
0
0削H
4

品

人
ゑ
i
ム
然
。
‘
。
ハ
リ
A
U
開け

削
指
紋
愉
締
役
人
部
閉
4
4

…入、

0
0

0
m内
務
総
、
時
印
後
旧
川
端
説
者
一
一
…

丸、

0
0
0回
付
府
間
渓
軍
人
会

一
O
、
0
0
0何
千
議
問
m
患

者
自
同
絡
会
五
、

O
U
O田
川
眠
出

品
制
緩
諮
問
費
五
一
、
二
一
コ
ハ
行

経
由
貿
九
、
開
問
六
一
一
行

あ
り
が
と
う
ど
ざ
い
ま
し
た

附附卯ザお

ιな
か
れ
ま
し
允
淡

也
市
必
ず
山
り
お
い
滞
緩
は
み
な
さ

ま
の
厳
か
い
協
力
に
よ
号
、
問
問

摂
釈
を
上
問
問
る
終
回
加
を
み
め
げ
る

こ
k
が
で
〉
ぢ
ま
し
た
。

実
絞
に
よ
り
交
付
状
滋
は
次

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

牧
入
(
歳
末
叫
掛
け
合
い
〉

戸
一
別
募
金
開
問
。
八
、
七
九
五

門

法
人
募
金
一
一
九
九
、
双
六
ハ
〉

田川

州
間
人
中
吋
附
念
カ
一
、
六
七
七

問
H

品慨州版昨
λ
b
u

〈
市
叩
仏
総
〉
叩
為
、
ハ
V

O
O内
綴
脱
却
井
地
点
叩
ず
ハ
別
問
品
品
)

五
、
八
六
O
m
H

お
弁
臨
腕
綾
‘

石
井
し
の
ぶ
混
入
ハ
ニ
門
学
次

郎V
久
〈
枚
孫
子
)
何
時
、
一
一
一
五

O

闘
い
我
孫
子
九

K
M附
入
会
(
会

長
鈴
木
千
代
)
五
、

0
0
0汚

た
ば
こ
小
売
応
対
入
会
一
一
一
、

0

0
0円
京
の
茅
婦
人
会
三
、

c
o
o
m
我
係
子
ロ

l
タ
H

i
タ
ジ
プ
一
入
、

o
o
o
n

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
殺
孫
子
}
閉
山

一
…
六
、
九
の
双
内
役
鴻
叫
日
ハ

火
、
六
六
双
悶
U

机卸小小隣院本

市
糾
し
よ
う
ゅ
う
九
八
本

合
計
七
九
六
、
六
九
お
れ

支
出
生
活
保
護
家
庭
二
五
一
、
支
0

0
内
準
保
護
家
庭
二
五
五
、

春
季
火
災
予
防
波
動
に
ち
な

み
ま
し
て
、
時
間
火
山
講
演
会
‘
防

火
帥
吹
…
般
会
論
曹
を
‘
消
防
本
館
、

時
間
火
協
会
、
危
険
物
山
明
会
協
会

出
口
熟
僚
に
よ
り
、
次
の
k
お
り

間
間
後
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
数

の
C
山
山
総
合
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
摂

終 紡
火
競
演
会
・
防
火
峡
一
隆
会
療
後

m
w
一
降
一
一
一
ハ
リ
分
か
ら
も
プ
ロ

パ

y
ガ
見
、
ぬ
れ
日
務
官

y
p楠
守

揖
蹄
兵
に
よ
る
山
総
火
災
後
〈
消

火
淡
に
よ
る
然
数
〉

。
…
…
臨
吋
か
ら
、
制
防
げ
飲
料
以
〈
糊
納

師
向
〕
に
よ
る
絞
火
端
的
仲
間
会

。
刊
一
一
体
吋
か
ら
問
問
叫
吋
ま
で
時
間
火

設
釣
会

一
二
月
六
日
戸
水
〉

育

児

相

相

談

の

実

施

変

更

担
増
兎
定
郎
防
的
問
に
車
〈
絡
し
て
お

争
ま
し
た
育
児
相
談
は
、
一
部

の
人
に
だ
け
利
用
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
母
子
保

健
の
見
方
か
ら
し
ま
し
て
問
題

が
φ

昨
今
ま
す
o

b
品
調
捕
の
ゑ
終
日
か
平
等
に
、
こ

の
相
抑
制
側
を
制
時
同
問
仙
川
柑
取
る
よ
う
州
問

持
か
ら
、
地
約
一
札
ケ
月
間
ん
k
十
ケ

月
山
お
に
、
銭
入
品
周
知
を
差
し
あ

げ
ま
し
て
、
口
U

臨
時
主
批
判
一
段
没
認

め
て
、
全
日
以
に
受
け
て
い
た
だ

け
る
よ
ろ
災
後
方
抽
出
を
後
史
い

た
し
ま
す
。

ま
た
、
州
抑
制
や
耐
火
紘
概
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
乳
奴
一
湾
総
総
を
や

欣
し
、
新
し
い
糸
川
閥
的
資
制
品
約
制

組
問
に
、
会
め
て
行
な
い
ま
す
。

口
育
児
組
制
談

今

nn
の
育
児
利
談
は
、
次
の

E
制
艇
で
行
な
い
ま
す
。

方
後
支
一
段

一
一
一
月
十
四
日
(
金
)

命
線
上
青
年
怨

一
一
一
万
二
十
日
〈
水
〉

我
孫
子
対

-T央
公
織
内
総

づ
一
月
ス
十
じ
n
H

〈氷
V

一一一
nn日
付
十
八
紛
糾
〈
点
満
〉

な
品
柄
、
勝
燃
は
い
ヂ
れ
も
、
午

僻
関
十
時
吋
か
ら
十
一
何
時
吋
ま
で
、
午

後
一
鈴
か
ら
江
一
昨
吋
ま
で
マ
ナ
。

凪
州
予
学
制
脱
会
蕊
れ
ず
、
ど
持
参

く
だ
さ
い
。

@
生
ワ
ク
投
与

最
近
小
相
応
マ
ヒ
は
、
生
ワ
タ

チ
y
m
u
内
問
棋
の
枯
抑
留
京
で
、
発
生

率
は
神
間
9
ま
し
た
が
、
後
波
茂

の
時
間
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
の

で
、
鴇
偽
臼
ね
し
て
か
ら
で
は
燃
に

あ
わ
な
い
の
で
、
経
常
貯
、
と
の

機
会
に
投
与
な
受
け
て
く
幻
話

、。し
付
時
掛
川
端
梯
段
、
関
川
務
総
十
三
和
十

レ
引
関
口
一
お
か
ら
十
二
狩
月
一
一
…
十
一

日
ま
で
の
出
生
児
で
す
む

な
お
、
持
燃
は
午
後
一
一
時
吋
か

ら
川
一
一
肺
門
ま
で
で
す
@

マ
測
量
士
試
験

問
m
和
何
十
四
年
度
制
開
設
士
・

測
孔
市
一
七
補
試
験
を
行
な
い
ま

・す。
受
験
後
間
引
な
ど
泌
総
に
つ
い

て
は
、
策
京
都
府
川
燃
阪
市
民
山
同
一
前
日

丁
目
二
十
関
前
十
一
コ
M

勺
翻
郎
総

数
珍
一
淀
川
一
一
波
紋
ぽ
附
問
点
柏
市

燃
料
郎
総
務
総
に
お
附
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。
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集

ア
ス
レ
テ
ッ
ク
ク
ラ
プ
誕
生

時
期
土
議
後
の
愛
好
者
そ
の
他

0
0問
、
二
然
一
一
一

o
o
n

m
w
議
滋
の
ス
ポ
ー
ツ
吋
シ
で
臨
吋
@
綴
期
間
余

さ
一
フ
シ
品

y
F議
総
体
ガ
作
り
各
尚
制
的
特
別
調
踏
に
よ
る
G

を
し
た
い
人
な
ど
が
次
の
学
級
な
的
抑
制
時
幾
ネ
綴
U
H
午
後
。

舎
で
入
会
マ
き
ま
す
。

品W
入
会
・
一
点
滅

出
申
し
込
み
お
よ
び
附
問
い
合

せ
は
八
二

i
一
一
説
一
翁
我




